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【学習のポイント】

材料力学は，4 力学のひとつで，機械や構造物の設計では最

も重要になる学問です。そのために，現場では数学的な計算と

実験的なデータを組み合わせて用いることが多くなります。実

際には，外力に対して各部分の材料にどの位の強度を持たせれ

ば，材料内部の応力や変形が希望数値内に収まるのかを十分に

検討しなければなりません。このようにして，機械設備の損傷

や破壊を抑えて，長く使用していくことが大切です。

材料力学

■ 第 1 週 ■
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第 1 分冊 機械工学

1.1 力の表し方

まず力の定義を知る必要があります。

物体に力を加えると，静止しているものを動かしたり，動いているものを静止させ

たりすることができ，さらに，物体を変形させたり，破壊させたりすることができます。

力を F とし，物体の質量を m ， 加速度を a とすれば，

 F = ma （1.1）

となります。

すなわち，力は質量×加速度の積で表すことができます。この法則を運動の第 2 法

則といったり，あるいは，ニュートンの第 2 法則といったりします。式（1.1）の単位

は力 F を［N：ニュートン］，質量 m を［kg］，加速度 a を［m/sec2］でそれぞれ表

します。

1.1.1 重さと質量の関係

体重 66kg の人が，天井から吊り下がっている材料（たとえばロープや針金）にぶ

ら下がっている場合を考えてみましょう。このときのロープに加わる力の大きさはい

くらでしょうか。

地球上にある物体は，地球の中心に向かう加速度（重力の加速度）を常に受けてい

ます。

この重力の加速度を g（本分冊では g = 9.8m/sec2とする）とおくと，式（1.1）より

 F = 66 × 9.8［N］≒ 647［N］

となり，この人がぶら下がることによって，材料に 647［N］の力を加えたことになります。

この力を加えることを，荷重を加えるといったりあるいは単に負荷するといったりします。

われわれが日常において重さとか重量といっているのは式（1.1）の m で表してい

る質量のことを指しており，材料の力学で荷重という場合は，日常においていう重さ

に重力の加速度をかけ合せたものになります。










